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要 旨 立位支援型電動車椅子は，立位に加え座面高調整や多様なポジショニングが可能で，
欧米では普及が進んでいるものの，本邦での使用例は限定的である．筋ジストロフィー

および類縁疾患において，立位支援型電動車椅子を試用する機会を得たので，院内環境と実利用
環境で有用性と安全性を評価した．多様なポジショニング・座面高調整機能については，利用者
の満足度は高かった．一部の患者において，可能な家事が増えサービス利用が減らせる，車椅子
上での体位調整が自分でできるようになり体位調整・移乗の介助が減らせる，外出意欲が上がる
といった反応があった．立位機能の満足度も高かったが，下肢固定具が重く介助者が必要，関節
や固定部の痛み・疲労などで長時間立位を維持することが困難な者もいた．利用者に高度心不
全・ハイリスク不整脈を合併した者は無く，立位時に血圧低下や不整脈を認めた症例も無かった．
一方，立位支援型電動車椅子は通常の車椅子に比べ大きく，重量もあり小回りが利きにくいこと
から日本の住宅事情では利用環境が限られ実利用環境で試用できる患者が限定された．また，車
椅子への移乗が従来の方法では困難，機能が豊富なことから操作習熟に時間を要すといった声も
あった．立位支援型電動車椅子は，使用環境が適せばとくに歩行能喪失早期の患者において自立
支援効果・介助負担軽減効果が高いと期待される．日本の住環境に合わせた開発がなされれば有
用性は高いと期待できる．
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背　　　景

　筋ジストロフィーでは，多くの患者が全身の筋力

低下進行により車椅子生活になる．車椅子生活にな
ると同じ姿勢が長時間続くこと，姿勢の調整が自分
でできないことから，疼痛や褥創，下肢の浮腫や深
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